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周産部病棟

桜の時期となりました。周産部でも毎日新しい命の力で溢れています。

今年度ＢＦＨ認定を目指して 5月27日2回目の訪問調査が決定しました。

現在様々な面での改善や検討を行っております。

その内容を御紹介いたします

①妊娠期のケアの充実

②小児科医師による新生児の診察：現在、出生後の新生児の

1 日目・5 日目の診察は産婦人科医師が行なっていました。

4 月からは全例小児科医師による診察が始まります。

母乳育児支援委員会メンバー紹介 ～小児科医師 近岡秀二先生～

当院では母子と家族を院内全体で支援する為に母乳育児支援委員会を立ち上げています。ご自身も二児

のパパの近岡先生は、できることは何でもしたいと積極的に育児参加している育メン先生です。親となって、

院内で関わる子供の親の気持ちがより分かるようになってきたとお話し下さいました。

Ｑ：先生が日常心がけていることは？                                    

Ａ：異常の早期発見に努め赤ちゃんの安全を守ることです。

また、ご家族と関わる際は正しいことを分かりやすく

お伝えするよう努めています。

Ｑ：支援の中で感じるスタッフの変化は？

Ａ：日々行っているカンファレンスでも意思疎通が図れ、

異常の早期発見にも繋がっていると思います。

Ｑ：パパママ達・スタッフへのメッセージは？

Ａ：子育てについて、うまくかないこともあるかもしれません。           

自分も子育てをしてみて感じることで、

そんな気持ちにも共感したいと思っています。

ママの声を聞き、寄り添った支援をしていきましょう。

当院で 9 年間勤務された先生は残念ながら 4 月より異動となりました。

去年の震災で、先生もまた家族のつながりを思ったそうです。先生がおっしゃったように、小さな声を聞きつ

つ思いに共感し今後もあらゆる人に優しい病院を目指していきたいと思います。

Baby Friendly Hospital  赤ちゃんにやさしい病院

私たちは「赤ちゃんにやさしい病院」を目指します!!

近岡秀二
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